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特別⽀援学校の授業でICTをどのように活⽤しているの？

１ 幕別分校について

２ 授業について

３ 成果・課題について

本⽇の流れ

授業改善としてのICT活⽤について話題提供いたします



通学型の学校

教科別授業等を主とする教育課程

特 ⾊

職業学科として産業総合学科を設置

幕別分校について  01.特⾊

中札内⾼等養護学校幕別分校は平成25年開校しました。
⽣徒数30名２間⼝の⼗勝の幕別町にある⾼等養護学校（知的）です。



幕別分校について  02.ICT教育

幕別分校におけるICT教育の取組について

＜１⼈１台端末＞

⽣徒は１⼈１台iPadを利⽤
しています。また、教員も1
⼈１台iPadを授業や業務で

活⽤しています。

⽣徒・教師
１⼈１台端末

端末活⽤のルール
持ち帰り実施

校舎内外で
Wi-Fi環境

＜ソフト⾯の整備＞

端末は⾃宅への持ち帰り等、
⾃⼰管理しています。ルール
や使い⽅などは情報の授業で

学びます。

＜ハード⾯の整備＞
 

体育館や実習棟など学校の
どの場所からでもWi-Fiにつ
ながります。校外ではモバ
イルルーターを活⽤します



幕別分校について  02.ICT教育

幕別分校ではICT教育の推
進のためのロードマップ
を作成しています。

計画的にICTに関わる環境
を整え、授業等でICTを積
極的に活⽤できるよう推
進しています。

ロードマップ



授業について

授業改善としてのICT活⽤



１校時

２校時
３校時

４校時

５校時
６校時

SHR SHRSHR

トレーニング

情報

社会

職業

作業学習

作業学習

トレーニング

国語

理科
総合的な探究の時間

作業学習

作業学習

１組 ２組

時間割

授業の中でどのようにICTを活⽤しているか紹介します。

授業について



BEFORE AFTER

＜①朝の連絡＞
担任の先⽣が今⽇の予定や連絡などをホ
ワイトボードにメモするなどして連絡す
るのが⼀般的でした。

＜②健康観察＞
毎朝の健康観察はクラスごとに体調を⽤
紙に記録し養護教諭の先⽣に提出してい
ました。

SHR（⽇常⽣活の指導） ICTを活⽤した授業改善

授業について 01.SHR（⽇常⽣活の指導） 

①連絡は分校サイト掲示板に事前
に記入して生徒がiPad等で見られ
るように改善しました。

②毎朝iPadから健康観察をアンケ
ートフォームから入力できるよう
に改善しました。



分校サイト
掲⽰板

分校学年ポータルサイトの運⽤

iPadを活⽤したSHR指導の様⼦

掲⽰板や連絡  健康観察 

授業について 01.SHR（⽇常⽣活の指導） 

朝のSHRでは事前に連絡を確認している⽣
徒も増えました。Googleクラスルームの掲
⽰板機能を活⽤して学級連絡などをしてい
る学級もあります。

情報を⾃分で得ようとする⽣徒が増え、⽣
徒の主体性が⾝に付いてきました。

ポータルサイト
（Googleサイト）

Google
フォーム

Google
クラスルーム



廊下にモニターを設置していつでも掲⽰板を⾒られるような⼯夫もしています

授業について 01.SHR（⽇常⽣活の指導） 



１校時

２校時
３校時

４校時

５校時
６校時

SHR SHRSHR

トレーニング

情報

社会

職業

作業学習

作業学習

トレーニング

国語

理科
総合的な探究の時間

作業学習

作業学習

１組 ２組

時間割

授業の中でどのようにICTを活⽤しているか紹介します。

授業について



BEFORE AFTER

＜①ランニングの記録＞
グラウンドでの15分間⾛や体育館での
シャトルランなどを⾏っています。そ
の記録などは先⽣⽅がメモをして⽣徒
に伝えていました。

トレーニング  ICTを活⽤した授業改善

授業について 02.トレーニング（合わせた指導・体⼒作り等） 

①ランニングの記録の⼊⼒や⽬標
の⼊⼒を各⽣徒がiPadに⼊⼒し、
⽬標を可視化できるように改善し
ました。



⽬標や記録の⼊⼒を各⾃で⾏う

iPadを活⽤した授業の様⼦

ランニングの記録

授業について 02.トレーニング（合わせた指導・体⼒作り等） 

運動の記録を⾃分で⼊⼒することで、
課題意識や⽬標設定が明確になりまし
た。

記録を蓄積することで総距離や平均な
どを確認することもできるようになり
ました。

Googleスプレッドシート
MS365
Excel



トレーニングの記録はExcel等で各⾃⼊⼒をしています

授業について 02.トレーニング（合わせた指導・体⼒作り等） 



１校時

２校時
３校時

４校時

５校時
６校時

SHR SHRSHR

トレーニング

情報

社会

職業

作業学習

作業学習

トレーニング

国語

理科
総合的な探究の時間

作業学習

作業学習

１組 ２組

時間割

授業の中でどのようにICTを活⽤しているか紹介します。

授業について



BEFORE AFTER

＜①パソコンを中⼼とした学習＞
GIGAスクール構想前は、パソコン教室に
集まり、デスクトップPCを使った授業を
⾏うことが⼀般的でした。

授業内容は、タイピングの練習をした
り、WordやExcelなどの⼊⼒に関する授業
が⼀般的でした。

情報  ICTを活⽤した授業改善

授業について 03.情報（教科別の学習） 

①情報の授業ではパソコンから
iPadへ移行し、授業内容もタブレ
ットベースに改善しました。

②授業内容もWordやExcelなどの
操作に加えてiPadアプリを活用し
た学習も多く行っています



授業について 03.情報（教科別の学習） 



ソーシャルネットワーキングサービスの学習

授業について 03.情報（教科別の学習） 

Vivaエンゲージ

SNS体験として、校内SNSを設置。Teams
内のvivaエンゲージを使⽤しています。

校内の⽣徒と先⽣のみのメンバーを限定し
たSNSで情報発信を体験できる環境を設定
し、SNSの練習の場になっています。

情報の授業で学び、普段の学校⽣活全般で
発信・活⽤しています。

Teams



１校時

２校時
３校時

４校時

５校時
６校時

SHR SHRSHR

トレーニング

情報

社会

職業

作業学習

作業学習

トレーニング

国語

理科
総合的な探究の時間

作業学習

作業学習

１組 ２組

時間割

授業の中でどのようにICTを活⽤しているか紹介します。

授業について



BEFORE AFTER

＜①辞書の活⽤＞
漢字や⾔葉の意味を調べる際は国語辞典
や漢和辞典を活⽤することが通常でし
た。

＜②プリント学習＞
授業では紙のプリント教材を⽤意し、ワ
ークシートに⽳埋めをすることが⼀般的
でした。

国語  ICTを活⽤した授業改善

授業について 04.国語（教科別の学習） 

①漢字や言葉の意味調べなどは
iPadで調べたり、筆順アプリ等を
活用するように改善しました。

②プリント学習だけではなく、
iPadアプリを活用して、物語創作
をするなど言語活動などの題材設
定をしました。



国 語

筆順アプリで漢字の書き順を調べることもあります

iPadを活⽤した授業の様⼦

筆順アプリの活⽤

授業について 04.国語（教科別の学習） 

筆順アプリ

国語の学習では、筆順アプリ
で漢字を調べるなどICTの活⽤
が広まっています。

書き順や部⾸名、例⽂なども
確認がすることができます。



読み⽅がわからない漢字はGoogleレンズで調べる⽣徒も

iPadを活⽤した授業の様⼦

辞書等の活⽤ 意味・読み⽅調べ

授業について 04.国語（教科別の学習） 

国語辞典
アプリ

Googleアプリ

国語の学習では、わからない漢字や
意味調べなどは国語辞典・漢和辞典
アプリで調べることが増えました。

Googleレンズ等で意味を調べるなど
ICTの活⽤が広まっています。

緩和辞典
アプリ



１校時

２校時
３校時

４校時

５校時
６校時

SHR SHRSHR

トレーニング

情報

社会

職業

作業学習

作業学習

トレーニング

国語

理科
総合的な探究の時間

作業学習

作業学習

１組 ２組

時間割

授業の中でどのようにICTを活⽤しているか紹介します。

授業について



BEFORE AFTER

＜⽇本国憲法の授業＞
授業では教師のスライドを⾒ながらワ
ークシートに記⼊していくといった授
業が⼀般的でした。

社会  ICTを活⽤した授業改善

授業について 04.社会（教科別の学習） 

①生徒が興味や関心を持たせるた
めに、クイズ形式で授業を行うこ
とも増えました（Kahoot!!）

ワークシートもデジタルで入力す
ることもあります。
（Googleclassroom）



クイズアプリ カフート!！を活⽤した授業

iPadを活⽤した授業の様⼦

クイズアプリ

授業について 05.社会（教科別の学習） 

社会の授業では振り返りの学習
や授業の導⼊でクイズアプリの
カフートを活⽤することで、興
味をもって授業に参加をする⽣
徒が増えました。

カフート！！



１校時

２校時
３校時

４校時

５校時
６校時

SHR SHRSHR

トレーニング

情報

社会

職業

作業学習

作業学習

トレーニング

国語

理科
総合的な探究の時間

作業学習

作業学習

１組 ２組

時間割

授業の中でどのようにICTを活⽤しているか紹介します。

授業について



幕別分校産業総合学科 縫⼯作業では⼯業⽤ミシンで鎖袋の製作をしています。

◎複雑な工程の習得に時間が掛かる。
⇒口頭指示だけではなく映像や画像などの視覚的な
情報があると理解が深まりやすい。
⇒繰り返し実践することで覚えることができる。

◎自分の意見や考えを表出することに時間が
掛かる。また苦手意識があることが多い。
⇒事前に考えを整理する時間を作ることで、自分
の意見を伝えることができる。

授業について 06.作業学習① 縫⼯作業

知的障がいを有した生徒の特性及び手立て



授業について 06.作業学習① 縫⼯作業

縫工作業におけるICTを活用した教材づくり

①作業マニュアルサイト作成 ②出来高の見える化 ③話合いの共有（デジタル付箋）



①作業マニュアルサイト作成

授業について 06.作業学習① 縫⼯作業

作業マニュアルをICT化するメリット

ミシン作業は複雑な工程がたくさん

□作業マニュアルサイトを作成することで教師への支援を
求める前に、自分でサイトを見て考えるきっかけを作るこ
とができる。

□デジタルだと画像をズームすることができ、複雑な細部
なところまで見ることができる。

□作業説明動画を公開しておくことで、自分のわからない
部分をいつでも繰り返し学ぶことができる。

生徒の主体性を引き出すことができる



②出来⾼の⾒える化

授業について 06.作業学習① 縫⼯作業

出来高を見える化するメリット

出来高を増やすための工夫

□自分の作業スピードを可視化することで、自分自身の作
業効率について理解を深めることができる。

□グラフや数値（出来高枚数）がリアルタイムに表示され
ることで、生産効率があがる。（ラップタイマーアプリ）

□個人の出来高チェック忘れの未然防止になる。１枚あた
りのスピードが表示されるので意欲付けにもなる。

生徒の自己理解を促すことができる



②出来⾼の⾒える化

授業について 06.作業学習① 縫⼯作業

出来高を可視化し、安定した作業速度を身に付ける



③話合いの共有（デジタル付箋）

授業について 06.作業学習① 縫⼯作業

話合いをICT化するメリット

作業では話合いの時間も設定しています

□左記にある話合いのテーマは「在庫管理」について。ス
ムーズな在庫管理のためにどうしたら良いか、個人の考え
をデジタル付箋で自由に出すことで意見が出やすくなる。

□自分の考えを付箋に書いたら、全体に発表する。事前に
記入することで自信をもって発表することができる。

□全員の付箋をもとにテーマに沿ったディスカッションが
しやすくなる。（GoogleJamboard）

生徒の対話を促すことができる



幕別分校産業総合学科 全学年が清掃作業を⾏っています

・作業学習では清掃作業を行っています。教室清掃や廊下・階
段・水飲み場・特別教室などすべての清掃を作業学習で実施し
ています。

・清掃は全学年で実施しているため、清掃日時や担当者などを
随時チェックする必要があります。ICTを活用して、校内の清
掃状況を見える化することで、校内を常に清潔に保つと共に生
徒の主体性を育んでいます。

・作業学習専用の共有サイト（Googleサイト）から、清掃作業
を管理できるようにしています。生徒は清掃したらチェックを
するようにしています。

授業について 06.作業学習② 清掃作業

清掃作業におけるICTの効果的な活用



授業について 06.作業学習② 清掃管理表

清掃作業におけるICTの効果的な活用①

⽣徒が清掃した場所をスプレッドシートで共有することで全⽣徒が清掃管理意識を⾼める



校舎平⾯図に清掃状況を書き込む・コメント機能を活⽤し細かい情報も互いに共有しあう

授業について 06.作業学習② 清掃管理表

清掃作業におけるICTの効果的な活用②



１校時

２校時
３校時

４校時

５校時
６校時

SHR SHRSHR

トレーニング

外国語

社会

職業

作業学習

作業学習

トレーニング

国語

理科
総合的な探究の時間

作業学習

作業学習

１組 ２組

時間割

授業の中でどのようにICTを活⽤しているか紹介します。

授業について



幕別分校産業総合学科 作業⽇誌をデジタル化しました

提出
評価

コメント

授業について 04.作業学習③ 作業⽇誌

作業日誌のデジタル化について
・１年生で日誌の書き方を習い、慣れてきた段階でデジタル日誌に移行します。
・２～３年生はデジタル日誌に目標や成果・課題などを記入して先生へ提出します。
・教師は生徒の様子や目標に対する評価をシートに記入します。
・生徒は先生の評価を確認してコメントを返信します。

日誌の提出（生徒） 日誌の評価（先生） 評価の返信（生徒）

Googleフォーム
Googleスプレッドシート



□紙の⽇誌のときは、書くスピードにもバラツ
キがあり全体的に時間が掛かっていたが、記⼊
時間が短縮された。

□作業の⾃⼰評価の点数が⾃動計算され、⾃分
の得⼿不得⼿が⾒える化された。

□教師による評価の計算や記⼊時間が⼤幅に短
縮された。また、⽇誌を⼀覧として閲覧できる
ため⽣徒の傾向を把握しやすくなった。

授業について 06.作業学習③ 作業⽇誌 作業日誌をデジタル化してみると・・・

作業日誌をデジタル化するメリット



授業について 06.作業学習③ 作業⽇誌

生徒の学習効果・教師の業務改善にも有効



ICTを活⽤した授業改善を実施して

成果と課題



成果と課題

授業改善としてのICT活用（成果と課題）

〇　ICTを活用することで生徒の主体性を引き出し、双方向的な授業作りが可能である。
〇　生徒が自ら調べる、考えるためのツールとしてICT活用は最適な手段である
〇　生徒の障がい特性に応じたアプリを活用して自主的な学びを促すことが可能である。
〇　意見を出しやすくし、共同編集するなど、学習を見える化することで理解が深まる。

△　デジタルとアナログのバランスを教師が調整することも大切である。
△　生徒のみならず先生方のICTスキルアップを図るための仕掛けを考える必要もある。

ICTは「主体的・対話的で深い学び」を導くためのツール
※ICTは⽬的ではなく学習⼿段



北海道中札内⾼等養護学校幕別分校

ご清聴ありがとうございました


